
　
向
井
内
遺
跡
は
、
山
田
地
区
川
上

地
先
、
標
高
約
３
ｍ
の
沖ち
ゅ
う

積せ
き

平
野
に

あ
る
遺
跡
で
す
。
こ
の
沖
積
平
野

は
、
利
根
川
に
注
ぐ
黒
部
川
の
流
水

に
よ
り
土
砂
が
堆
積
し
て
で
き
た
低

地
で
す
。
主
に
水
田
と
し
て
利
用
さ

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
11
年
の
調
査
で
、
遺
物
が
集

中
す
る
範
囲
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
出
土
し
た
遺
物
は
、
古
墳
時
代
中

期
を
中
心
と
し
た
時
期
の
土は

師じ

器き

で
、
完
全
な
形
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。
壊
れ
て
い
る
も
の
も
割
れ
口
が

摩
滅
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
上
流

か
ら
流
れ
着
い
た
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
場
所
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で

す
。
種
類
は
杯つ

き

・
高た

か

杯つ
き

の
ほ
か
に
祭さ

い

祀し

用
に
作
ら
れ
た
手て

捏づ
く
ね

土
器
が
あ

り
、
こ
の
場
所
で
祭
祀
が
行
わ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
考
古
学
で
は
神
や
霊
を
祭
る
こ
と

を
祭
祀
と
し
、
祭
祀
遺
跡
や
祭
祀
遺

構
と
呼
び
ま
す
。

　
日
本
に
は
、
昔
か
ら
自
然
界
の
あ

ら
ゆ
る
も
の
に
神
や
霊
が
宿
っ
て
い

る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
当

時
の
人
々
が
黒
部
川
の
流
れ
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
恵
み
を
、
水
の
神

に
願
っ
た
場
所
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
水
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、

稲
な
ど
が
頭
を
垂
れ
る
ほ
ど
豊
か
に

実
る
よ
う
に
と
。

　
で
は
、
祭
祀
を
行
っ
た
人
々
は
ど

こ
に
集
落
を
営
ん
で
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。
黒
部
川
を
望
む
台
地
に
は
、

古
墳
時
代
中
期
の
遺
跡
は
希
薄
で
、

沖
積
平
野
に
点
在
す
る
微
高
地
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
近
年
、
当
遺
跡
の
北
西
約
５
０
０

ｍ
の
微
高
地
で
、
古
墳
時
代
中
期
の

遺
物
が
出
土
す
る
鶴つ

る

巻ま
き

遺
跡
を
発
見

し
ま
し
た
。
令
和
５
年
か
ら
発
掘
調

査
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
祭
祀

を
行
っ
た
人
々
の
集
落
跡
が
見
つ
か

る
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
す
。
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▲上：杯
　下：高杯

▲上・中・下：手捏土器

香取市の魅力を再発見！　香取市×慶應義塾大学SFC研究所

ソトからの視点で見つけた香取市の “ 魅力 ” を発表しました

▲活動報告会の様子
　3月1日、コンパスにて令和6年度の活動報告会が行われました。前半は、これまでのフィールドワークで交流した地域の人たち
へ、大学生が感じた香取市の魅力を発表。後半は参加者全員で、これから発信していきたい市の文化やグルメ、行事などについて
ディスカッションを行いました。今年度も引き続き、大学生が香取市をフィールドに活動していきます。 
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香取市の魅力再発見！

香取市の魅力再発見！

香取市スローシティプロジェクト 

香取市の魅力再発見！
「

vol.1

　多くの市民の皆さんにご参加いただき、
大変良い会となりました。これまでの半年
間は学ぶ立場が中心でしたが、今回初めて
私たちが市民の皆さんに考えや学びを伝え

　今回の活動報告会には、香取市に住んで
いる人や働いている人、高校生など、さま
ざまな人にご参加いただきました。グルー
プディスカッションでは、会話が途切れる

る機会となり、大きな成
長を感じました。
　来年度以降もこのよう
な機会を増やし、香取市
がよりスローシティに近
づくよう貢献していきた
いと考えています。

ことなく、香取について
活発に意見を交わすこと
ができ、とても貴重な時
間となりました。
　今回お聞きした香取の
魅力や課題を生かし、今
後の活動につなげていき
たいと思います。 ▼詳しくはコチラ
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